
　日本眼科学会のホームページによると，人が得る情報の80％を視覚が占めるという．
改めて言うまでもなく,　物をしっかり見ることは日常生活において極めて重要である．
眼に関するトラブルはプライマリ・ケアで取り扱う健康問題の上位に位置しているが，
眼科領域の愁訴や疾患に対して苦手意識を持っている医師は多いのではないだろうか．
眼科専門医の受診は総合病院や都市部であれば比較的容易だろうが，筆者が勤務する
地方の小規模病院やへき地診療所においては結構大変である．可能な限り自分で対応
し，適切なタイミングで専門医につなぎたい，今回はそのような状況で役立つ眼科領
域における基本的かつ最新の知識と診断・治療のノウハウなどを自治医科大学医学部
眼科学講座の先生方に解説していただいた．
　総論の高橋良太先生には，へき地診療所外来でよくある訴えと兆候，専門的な器具
を用いずにできる診断と眼科専門医受診のタイミングについて解説していただいた．粕
谷友香先生には屈折異常について，その中でも小児の３歳児健診において家庭で行わ
れる一次検査と健診会場での二次検査と早期発見早期治療が必要な弱視，斜視につい
て詳しく述べていただいた．長岡広祐先生には眼科救急疾患，特に眼科医以外が診断
可能な分野について，診断と治療における時間軸を含めて詳細に解説いただいた．急
性発症する頭痛の鑑別として重要ではあるが見逃されがちな緑内障発作についての解
説は大変参考になった．新井悠介先生には網膜疾患,　内科医との連携が重要な糖尿病
網膜症と黄斑浮腫について,　糖尿病連携手帳の活用を含めて教えていただいた．坂本
晋一先生には高齢化社会では有病率100％となる白内障について，最新の薬物・手術療
法と緑内障との関係，さらに高齢者のQOLや転倒リスク，認知機能との関係，さらに
睡眠障害や歩行速度への影響などADLへの影響まで解説いただき，改めて高齢者にお
ける視覚の重要性を認識した．内科医にとって緑内障は投薬の制限を伴う病気として
重要だが，渡辺芽里先生の論文では緑内障患者への抗コリン作用を持つ薬剤の投与や
ステロイドの影響，白内障との関係，ロボット支援を含めた周術期の眼圧上昇などを
詳しく解説いただいた．最後に伊野田悟先生には最近急速に進歩したAIを眼科領域に
活用する試みについて紹介していただいた．自動診断システムやスマホのカメラを活
用した画像解析など最新技術は健康診断への応用が期待される．
　本特集を通して眼科領域の最新知識を知ることで，プライマリ・ケア医がきちんと
眼を診ること，またプライマリ・ケア医と眼科医が積極的に連携をとることの重要性
を再認識した．日常診療の糧になれば幸いである．多忙な中，快く執筆いただいた自
治医科大学眼科学講座の先生方に深く感謝の意を表したい．
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